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同
窓
会

・
北
海
道
支
部

の
昨
今

酒
　
井

誠

一
郎

（第
６
回
生
）

サ
ッ
カ
ー
が
取
り
持
つ
縁
で
、
北
海
道
内
の
清
水
東
高
出
身
者
が
集
ま
り
始
め
、

支
部
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
早
、
１５
年
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
年
月
が
経
て
ば
、

組
織
も
す
っ
か
り
固
ま
り
、
年
次
計
画
を
き
っ
ち
り
と
つ
く
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
実

行
し
、
清
水
東
こ
こ
に
あ
り
、
と
多
少
誇
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
２
～
３
年
の
動
き
は
極
め
て
鈍

い
。
ひ
と
え
に
会

長
で
あ
る
私
の
怠
慢
に
原
因
が
あ
る
の
だ
が
、
何
と
い
っ
て
も
こ
の
怠
け
者
の
尻
を

叩
き
続
け
、
支
部
の
運
営
全
般
に
鋭
い
目
を
光
ら
せ
て
い
た
木
内
義

一
氏

（現

。
関

東
同
窓
会
副
会
長
）
が
札
幌
を
去
り
、
浦
和
に
移

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
痛
い
。
支

部
創
設
す
ら
、
木
内
氏
が
い
な
け
れ
ば
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
勿
論
、
木
内

氏
の
あ
と
は
佐
々
木
洋
氏

（新
１３
回
生
。
札
幌
学
院
大
教
授
）
や
、
松
田
従
三
氏

（新
１５
回
生
。
北
大
農
学
部
教
授
）
な
ど
が
懸
命
に
会
の
盛
り
立
て
を
図
っ
て
く
れ

て
い
る
が
、
彼
ら
は
脂
の
乗
り
切
っ
た
現
役
の
学
者
で
あ
る
。
学
会
や
海
外
出
張
、

学
生
指
導
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
、
仲
々
同
窓
会
に
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
の
は
当
然
だ
。

年
齢
ゆ
え
の
会
長
は
、
す
っ
か
り
お
委
せ
の
体
た
ら
く
で
、
タ
ク
ト
は
振
れ
ま
い
。

中
し
訳
な
い
限
り
で
あ
る
。

学
者
と
言
え
ば
、
支
部
に
は
こ
の
二
人
の
他
に
も
佐
藤
正
之
氏

（新
６
回
）
、
見

城
忠
男
氏

（新
Ｈ
回
）
、
初
田
健
氏

（新
１２
回
）
、
鈴
木
敏
正
氏

（新
１８
回
）、
鍋
田

憲
助
氏

（同
）、
山
梨
光
訓
氏

（新
２０
回
）、
西
方
聡
氏

（新
２２
回
）
、
北
村
清
彦
氏

（新
２６
回
）、
田
畑
伸

一
郎
氏

（新
２８
回
）
な
ど
が
、
北
大
を
は
じ
め
道
内
の
各
大
学

で
も
活
躍
中
、
と
の
名
簿
が
あ
る
。
東
高
出
身
者
の
頭
脳
水
準
を
示
す
例
証
で
あ
ろ
う
。

毎
年
５
月
、
北
大
な
ど
へ
新
た
に
入
っ
て
来
た
諸
君
を
歓
迎
し
、
在
校
生
や
Ｏ
Ｂ

た
ち
が
集
ま
っ
て
サ
ッ
ポ
ロ
ピ
ー
ル
を
飲
み
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
る
会
を
続
け

て
来
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
中
断
し
て
い
る
。
せ
め
て
こ
れ
を
復
活
し
、
も
う
少
し
元

気
の
良
い
支
部
へ
の
再
起
を
、
と
念
願
し
て
い
る
。

関

東

木
　
内
　
義
・

一

（夕
予
徊
生
）

私
は
、
関
東

・
北
海
道
支
部
結
成
当
初
か
ら
同
窓
会
に
縁
が
あ
り
、
今
日
ま
で
１５

年
間
同
窓
会
活
動
の
運
営
に
参
画
し
て
い
る
。
関
東
支
部
の
結
成
囃
、
昭
和
６２
年
１２

月
、
本
部
同
窓
会

（稲
名
会
長
、
西
ヶ
谷
校
長
等
）
の
働
き
か
け
で
、
旧
１
期
か
ら

新
８
期
ま
で
の
各
期
幹
事
十
数
名
が
集
い
、
支
部
設
立
総
会
を
開
催
し
た
。
新
８
期

は
、
山
本
孝
氏

（現
会
長
代
行
）
と
私
が
出
席
し
、
私
は
、
同
氏
と
共
に
、
第
１
回

総
会

（同
６３
年
２
月
）
の
会
場

（都
ホ
テ
ル
東
京
）
の
設
営
や
支
部
会
則
の
起
案
、

会
の
運
営
企
画
等
を
担
当
し
、
初
代
事
務
局
長
に
就
任
し
た
。
総
会
に
は
、
関
東
周

辺

・
清
水
か
ら
約
３
０
０
名
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
し
た
。
初
代
会
長
に
は
、

塚
本
博
氏

（旧
１
期

・
故
人
）
が
選
出
さ
れ
た
。
総
会
は
、
鏡
開
き
式
の
他
、
祝
辞

に
、
竹
内
宏

（経
済
評
論
家

。
現
会
長
）
、
江
國
滋

（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
故
人
）、
和

田
春
樹

（東
大
教
授
）
の
名
士
各
氏
が
顔
を
揃
え
、
祝
電
の
宝
井
馬
琴
、
杉
山
隆
一
、

山
下
大
輔
各
氏
を
含
め
、
Ｏ
Ｂ
の
各
界
で
の
活
躍
振
り
や
層
の
厚
さ
に
感
服
し
た
こ

と
は
、
記
憶
に
新
し
い
。
第
３
回
総
会
の
竹
内
宏
経
済
講
演
会
や
宝
井
馬
琴
講
談
寄

席
、
和
田
春
樹
時
局
講
演
会
等
運
営
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
第
６
回
総
会

（担
当

・

新
８
回
生
）
以
後
、
現
在
の
運
営
方
式
に
改
め
た
が
、
継
続
は
力
な
り
で
、
昨
年
１５

周
年
を
迎
え
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

更
に
加
筆
す
る
と
、
私
が
、
札
幌
在
住
中
の
平
成
元
年
８
月
、
母
校
サ
ッ
カ
ー
部

が
北
海
道
同
協
会
の
招
き
で
来
札
の
折
、
酒
井
誠

一
郎
氏

（現
会
長
）
と
の
Ｏ
Ｂ
各

氏
に
働
き
か
け
て
、
選
手
歓
迎
激
励
会
を
開
催
し
た
の
が
現
在
の
北
海
道
支
部
結
成

の
始
ま
り
で
、
や
が
て
１５
回
目
の
総
会
を
数
え
る
昨
今
、
全
く
昔
日
の
感
で
あ
る
。

こ
の
他
、
毎
春
、
北
大
新
入
生
の
歓
迎
会
も
継
続
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
ユ
一一―
ク

な
支
部
活
動
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
と
思
う
。

最
後
に
、
私
自
身
関
東

・
北
海
道
支
部
の
創
設
期
か
ら
同
窓
会
運
営
に
参
画
で
き

た
こ
と
は
幸
せ
で
あ
り
、
今
日
の
隆
盛
の
基
礎
造
り
に
中
核
的
役
割
を
果
た
せ
た
こ

一
ど
を
自
算
す
る
と
共
に
、
今
後
も
、
こ
の
同
窓
会
活
動
を
通
じ
て
、
母
校
の
発
展
の

一
一
翼
を
担

っ
て
行
き
た
い
と
思
う
。
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